
Cisco HyperFlexソフトウェアリリースモ
デルおよびソフトウェアサポートタイム

ライン

初版：2020年 2月 21日

最終更新：2020年 5月 8日

はじめに

この製品情報では、Cisco HyperFlexソフトウェアのリリース、サポートタイムライン、およ
びサポートガイドラインについて説明します。

（注）

Cisco HyperFlexソフトウェアのリリースは、「ロングライフメンテナンスリリース」と「機
能リリース」の2つ、つまりライフサイクル期間の違いを持ったリリースモデルに基づいて提
供されます。このアプローチでは、信頼でき、予測可能なパターンでソフトウェアリリースが

提供されます。

本ドキュメントは情報提供のみを目的としており、変更される可能性があります。推奨される

HXデータプラットフォームソフトウェアリリース（Cisco HyperFlex HXシリーズシステム
向け）を定期的に確認し、ドキュメントで説明される最新バージョンを使用しているか確かめ

ることをお勧めします。

ソフトウェアリリースの種類

HyperFlex3.5(2x)ソフトウェアリリース以降より、ソフトウェアリリースの提供モデルを更新
し、特定の EOL（End of Life）ガイドラインを導入しました。

HyperFlexソフトウェアリリースモデルとして、「ロングライフリリース（メンテナンスリ
リース）」と、主に新機能を提供する「機能リリース（ショートライフリリース）」の2つの
タイプを設けます。提供内容の範囲とリリース頻度はリリースタイプごとに異なります。どち

らのリリースタイプも特定の期間ベースで提供され、指定されたパターンに従います。

ロングライフリリースと機能リリースのいずれにも、ソフトウェア修正（パッチ）が定期的に

リリースされます。ロングライフリリースは、機能リリースと同じリリース番号に基づく機能

を提供し、ソフトウェアメンテナンスが中心のリリースになります。なお、今後のお客様から

のフィードバックと状況次第では、リリース間隔（頻度）を変更する可能性がありますが、一

定間隔のリリースを維持できるよう最大限の努力を払います。
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このガイドラインの表記では、リリースバージョン番号を X.Y(Za)形式で表記します（例：
3.5(2a)）。

ロングライフリリース（メンテナンスリリース）

Cisco HyperFlexソフトウェアのロングライフリリース（メンテナンスリリース）は、ソフト
ウェアバージョンライフサイクルの長い（約 30ヵ月間）、継続サポートされるリリースにな
ります。ロングライフリリースは一定バージョンを使い続ける安定性を重視しているため、ラ

イフサイクル内で新たな機能が随時追加されることは基本的にありません。ロングライフリ

リースは、現行バージョンがリリースされる前までの機能リリースで提供された機能をサポー

トします。また、一部の機能強化とバグ修正も含まれます。ロングライフリリースはライフサ

イクルの長いリリース・サポートのため、メジャーバージョンアップの頻度が少なくなりま

す。Hyperflexソフトウエアと依存性の高いソフトウェア（ハイパーバイザ（ESXなど）およ
びUCSM）に対して、ロングライフリリースは、機能リリースではリリースタイミングによっ
てサポートされなくなる従来バージョンをサポートします。一定バージョンを長期間サポート

することが求められるお客様にはロングライフリリースが推奨されます。

Cisco HyperFlexソフトウェアのロングライフリリース（メンテナンスリリース）は、リリー
スバージョン番号 X.Y(Za)の 3桁目（Z）で表されます。3桁目の数字が 1より大きい 2のよ
うな場合、CiscoHyperFlexソフトウェアのバージョンはロングライフリリースです（例：Cisco
HyperFlexソフトウェアリリース 3.5(2d)）。（3以降は随時リリースタイプをご確認くださ
い）

ロングライフリリースのパッチリリースは約 3ヵ月間隔です。パッチリリースは、Cisco
HyperFlexソフトウェアリリースの重大な不具合を修正提供する手段です。シスコ技術サポー
トチーム（TAC）およびCisco Engineeringの担当者が不具合・修正の優先順位を決定し、ロン
グライフリリースの各パッチに含める内容を決定します。今後のお客様からのフィードバック

と市場の状況次第では、パッチのリリース間隔を変更する可能性もありますが、一定間隔の

パッチリリースを維持できるよう最大限の努力を払います。
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パッチリリースには、該当するロングライフリリースの内容が累積的に含まれます。最新パッ

チには、HyperFlexソフトウェアの該当ロングリリースバージョンがリリースされてから公開
された重要な修正がすべて含まれます。CiscoHyperFlexソフトウェアを利用されるすべてのお
客様には、できるだけ早く推奨リリースバージョンをインストールすることをお勧めします。

すでに修正済みのバグが発生した場合、不具合に対応するため、提供されている最新パッチリ

リースのインストールが必要になります。また Cisco HyperFlexはリリースバージョンのダウ
ングレードをサポートしません。

機能リリース（ショートライフリリース）

CiscoHyperFlexソフトウェアの機能リリースには、最新の機能および機能アップデートが含ま
れます。ロングライフリリースに比べ、ライフサイクルは短く（9ヵ月）なります。最新の機
能を使用したいお客様は、機能リリースをご利用ください（なお機能によっては、ライセンス

のアップグレードが必要となる場合もあります）。

Cisco HyperFlexソフトウェアの機能リリース（X.Y(Za)）は、リリースバージョン番号の 1桁
目（X）または 2桁目（Y）によって表されます（例：Cisco HyperFlexソフトウェアリリース
バージョン 4.0(1a)の「4」、Cisco HyperFlexソフトウェアリリースバージョン 4.5(1a)の
「5」）。1桁目の変更は一般に、アーキテクチャの変更やプラットフォーム追加対応など、大
きな変化を示しています。

機能リリースは、いくつかの理由で提供されます。

まず、ソフトウェア全体に大幅な変更を加えるため（インフラやアーキテクチャなどの追加・

変更対応など）です。たとえば、リリース 4.0(1a)では、2ノードのHyperFlex Edgeクラスタが
新たにサポートされ、Cisco Intersight Invisible Cloud Witness機能が導入されました。このよう
なケースでは主に（X）の部分が変更されます。

他にも、新機能追加のようなケースでは主に（Y）の部分が変更されます。

また、以前の機能リリースで導入された既存機能のバグ修正および機能強化のようなケースで

も主に（Y）の部分が変更されます。

機能リリースにはパッチリリースも一緒に含まれる場合もあります。今後のお客様からのフィー

ドバックと市場の状況次第では、機能リリースの内容とリリース間隔（頻度）を変更する可能

性もありますが、リリース間隔を維持できるよう最大限の努力を払います。またCiscoHyperFlex
はリリースバージョンのダウングレードをサポートしません。

提供される特定の機能によっては、HXDPの上位ライセンスエディションの購入が必要になる
場合があります。

Cisco HyperFlexロングライフリリースのマイルストーン
Cisco HyperFlexソフトウェアバージョン 3.5(2x)は、本ドキュメントに記載のガイドラインに
従う最初のロングライフリリースバージョンです。
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表 1 : Cisco HyperFlexロングライフリリースのソフトウェア販売終了とサポート終了に関するマイルストーン

タイミング定義マイルストーン

リリース日から 18
ヵ月以上

シスコのエンジニアリング部門による、ソフト

ウェアメンテナンスリリースまたはバグ修正

の最終日。この日付以降は、シスコのエンジニ

アリング部門による該当バージョンのソフト

ウェアの開発、修正、メンテナンス、テストが

行われません。このリリーストレーンでは、重

要なセキュリティアップデートのみが提供され

ます。

ソフトウェアメンテナ

ンス終了（EOSM）のリ
リース日

リリース日から 27
ヵ月

シスコがセキュリティ脆弱性サポートを提供す

る最終日。

セキュリティ脆弱性修

正パッチの提供終了

リリース日から 30
ヵ月

当該バージョンに対して問い合わせサポートお

よび情報サービスを受けられる最終日。この日

付を過ぎると、該当バージョンのサポートすべ

てを利用できなくなり、バージョンが廃止とな

ります。

サポートの最終日

HyperFlexソフトウェアは、「セキュリティと脆弱性修正の終了」の日付までソフトウェアダ
ウンロードページで利用可能です。

（注）

有効なサービス契約をお持ちのお客様は、該当マイルストーン範囲に応じてシスコテクニカル

アシスタントセンター（TAC）サポートを継続してお受けいただけます。この日付を過ぎる
と、該当バージョンのサポートすべてを利用できなくなり、バージョンが廃止となります。

Cisco HyperFlex機能リリースのマイルストーン
Cisco HyperFlexソフトウェアバージョン 4.0(1x)は、本ドキュメントに記載のガイドラインに
従う最初の機能リリースバージョンです。
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表 2 : Cisco HyperFlex機能リリースのソフトウェア販売終了と長期リリースサポート終了に関するマイルストーン

タイミング定義マイルストーン

リリース日から 6
ヵ月

シスコのエンジニアリング部門による、ソフト

ウェアメンテナンスリリースまたはバグ修正

の最終日。この日付以降は、シスコのエンジニ

アリング部門による該当バージョンのソフト

ウェアの開発、修正、メンテナンス、テストが

行われません。このリリーストレーンでは、重

要なセキュリティアップデートのみが提供され

ます。

ソフトウェアメンテナ

ンス終了（EOSM）のリ
リース日

リリース日から 6
ヵ月

シスコがセキュリティ脆弱性サポートを提供す

る最終日。

セキュリティ脆弱性修

正パッチの提供終了

リリース日から 9
ヵ月

当該バージョンに対して問い合わせサポートお

よび情報サービスを受けられる最終日。この日

付を過ぎると、該当バージョンのサポートすべ

てを利用できなくなり、バージョンが廃止とな

ります。

サポートの最終日

HyperFlexソフトウェアは、「セキュリティと脆弱性修正の終了」の日付までソフトウェアダ
ウンロードページで利用可能です。

（注）

有効なサービス契約をお持ちのお客様は、該当マイルストーン範囲に応じてシスコテクニカル

アシスタントセンター（TAC）サポートを継続してお受けいただけます。この日付を過ぎる
と、該当バージョンのサポートすべてを利用できなくなり、バージョンが廃止となります。

推奨リリースバージョン

HyperFlex向けロングライフリリースで推奨されるバージョンは次の方法で確認できます。

• Hyperflexの推奨リリース情報ページ

• CCOのソフトウェアダウンロードページ（該当リリースには星印が表記）

機能リリースでは最新バージョンの使用を推奨します。

アップグレードパス

サポートされる HXのアップグレードパスについて、詳しくは「 HX Upgrade Guide」を参照
してください。
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ロングライフリリースおよび機能リリースのどちらについても、Cisco HyperFlexの推奨パッ
チリリースバージョンの利用をお勧めします。機能リリースとロングライフリリースの詳細

については、Hyperflexの推奨リリースの情報ページを参照してください。シスコサポート契
約が有効なお客様は、Hyperflex Ciscoソフトウェアダウンロードページから最新リリースを
ダウンロードできます。

シスコサービス

シスコでは、お客様のビジネスを支援する多様なサービスプログラムをご用意しています。こ

れらは、人材、プロセス、ツール、パートナーを独自に組み合わせて提供する画期的なサービ

スであり、お客様からも高い評価を得ています。シスコのサービスは、お客様のネットワーク

投資を保護してネットワーク運用を最適化するだけでなく、ネットワークインテリジェンスの

強化や事業拡張に向けた新しいアプリケーションの導入準備という面でもサポートします。詳

細については「シスコサービス」を参照してください。

提供済みリリースのサポートタイムライン

現時点で推奨される長期リリースと機能リリースの詳細：

Cisco HyperFlexの前バージョンすべてに関するサポートタイムラインの詳細：

Cisco HyperFlex製品ラインの詳細、あるいは最寄りのシスコアカウントマネージャへの問い
合わせ：

シスコサービスとサポートプログラム、およびそれらの利点の詳細：

Cisco HyperFlexソフトウェアリリースモデルおよびソフトウェアサポートタイムライン
6

はじめに

シスコサービス

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/release-guidelines-and-support-timeline/b-release-bulletin-hyperflex.html
https://software.cisco.com/download/home/286305544
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https://www.cisco.com/c/en/us/products/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-series/index.html
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